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土砂災害情報：○○町・△△町・□□町

○ ○ 市 に 土 砂 災 害 警 戒 情 報
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非常持ち出し品はリュックサックに
まとめ、身軽に行動できるよう持ち
出し品は最小限にしましょう。

■ 非常持ち出し品は最小限に！

特に高齢者や子どもは、事前にメモを用
意し、身に着けて避難しましょう。

■ 家族の住所、氏名、連絡先など
を記載した防災メモを持とう！

避難前にはガスの元栓やブ
レーカーを切り、外出中の家
族に「どこどこへ避難する」
といったような連絡メモを残
しておくと良いでしょう。

■ 外出中の家族には連絡メモを残そう！

災害が迫ったとき、置かれた状況は一人ひとり違います。それぞれが自ら判断し、
「自分の命は自分で守る」という意識を持って行動しましょう。

●土砂災害の危険がある地域に住んでいる。
●河川のはん濫により、浸水の危険がある地域に住んでいる。
●子どもや高齢者など家族に要配慮者がいる。

気象情報や市の避難情報に注意し、早めの避難を心がけてください。

危険な状況の中での避難は出来るだけ避け、安全の確保を第一に考えます。危険が切迫している
場合は、指定避難所への移動だけでなく、命を守る最低限の行動が必要な場合もあります。

●夜間や急激な降雨で避難経路上の危険箇所がわかりにくい。
●ひざ上まで浸水している。（50cm以上）
●浸水は20cm程度だが、水の流れる速度が速い。
●浸水は10cm程度だが、用水路などの位置が不明で転落のおそれがある。

具体的
には

屋外での移動は危険です。自宅や近隣建物の2階以上へ（土砂災害の場合は、斜面から離れた
部屋など）緊急的に一時避難し、救助を待つことも検討してください。

水や食料、常備薬、防寒対策グッズなどの
ほか、感染症対策に体温計やアルコール
消毒液などを持っていきましょう。
また、避難所に行く前に検温とマスクの着
用を徹底しましょう。

■ 避難所に避難するときは

電気のブレーカーを落とし、ガスなど
の火元を閉め、親類や知人などに避
難することを連絡しておきましょう。

■ 避難する前に

水路には十分注意して、できるだ
け高いところにある道路を選びま
しょう。

■ 浸水した道路を
 　通る場合

近所の一人暮らしの高齢者や病気の方がいる場
合は、声を掛け合って一緒に避難しましょう。日ご
ろからご近所同士で事前に話をしておきましょう。

■ 一人暮らしの高齢者 
　 などには気配りを

車での避難は緊急車両の通行の妨げにな
り、交通渋滞を招きます。車中泊避難など
の場合を除き徒歩で避難しましょう。

■ 徒歩での避難を！

避難に関する情報が発表されたら、速や
かに避難しましょう。避難の際には消防
団員などの指示に従いましょう。

■ 速やかに
 　避難しましょう
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ハザードマップ※で自分の家がどこにあるか
確認し、印をつけてみましょう。

※ハザードマップは浸水や土砂災害が発生するおそれの高い区域を着
色した地図です。着色されていないところでも災害が起こる可能性
があります。

※浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒壊又は崩落してしまうおそれの高い区
域の外側である

②浸水する深さよりも高いところにいる
③浸水しても水がひくまで我慢できる水・食糧などの備えが
十分にある場合は、自宅に留まり安全確保をすることも可
能です。

※土砂災害の危険があっても、十分堅牢なマンション等の上
層階に住んでいる場合は自宅に留まり安全確保をするこ
とも可能です。

ご自身または一緒に避難する方は避難に時
間がかかりますか？

避難準備・高齢者
等避難開始が出
たら、安全な親戚
や知人宅に避難
しましょう（日頃か
ら相談しておきま
しょう）

避難勧告・避難
指示が出たら、安
全な親戚や知人
宅に避難しましょ
う（日頃から相談
しておきましょう）

避難勧告・避難
指示が出たら、
市が開設してい
る指定避難所に
避難しましょう

「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自宅の災害リスクととるべき行動を確認しましょう。平時に
確認

台風・豪雨時に備えてハザードマップと一緒に
「避難行動判定フロー」を確認しましょう。

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親
戚や知人はいますか？

避難準備・高齢者
等避難開始が出
たら、市が開設し
ている指定避難所
に避難しましょう

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親
戚や知人はいますか？

災害の危険があるので、原則として※、
自宅の外に避難が必要です。

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土地や
崖のそばなどにお住まいの方は、市からの避難情報
を参考に必要に応じて避難してください。

家がある場所に色が塗られていますか？

避難行動判定フロー


